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震
災
復
興

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
半

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
復
旧
・
復
興
が
遅
々

と
し
て
進
ま
ず
、
政
府
内

で
は
〝
上
か
ら
の
〞
復
興

計
画
と
増
税
論
議
が
先
行

し
て
い
る
。

　

戦
後
最
大
の
震
災
は
、

大
企
業
の
成
長
を
最
優
先

し
、
社
会
保
障
の
削
減
を

続
け
て
き
た
「
構
造
改

革
」
の
弊
害
を
浮
き
彫
り

に
し
た
。
医
療
分
野
で

は
、
低
医
療
費
政
策
が
生

み
出
し
た
医
師
不
足
や
公

立
病
院
の
統
廃
合
が
被
災

地
医
療
を
脆
弱
化
し
、
被

害
を
助
長
。
市
町
村
合
併

に
よ
る
公
務
員
削
減
は
、

自
治
体
の
機

能
不
全
を
引

き
起
こ
し

た
。
お
金
や

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
は

避
難
所
に
取
り
残
さ
れ
、

い
ま
だ
多
く
の
被
災
者
が

就
労
先
を
確
保
で
き
ず
に

い
る
。
貧
困
や
格
差
、
孤

立
と
い
っ
た
社
会
問
題
を

凝
縮
し
て
い
る
。

　

こ
の
危
機
に
直
面
し
、

私
た
ち
は
日
本
の
政
治
・

社
会
の
在
り
方
を
根
本
か

ら
見
つ
め
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
災
害
復
興
に

は
手
厚
い
社
会
保
障
が
不

可
欠
で
あ
り
、
一
人
ひ
と

り
の
被
災
者
が
再
出
発
で

き
る
よ
う
最
大
限
の
公
的

支
援
を
す
る
こ
と
は
当
前

だ
。
憲
法
25
条
の
生
存
権

や
13
条
の
幸
福
追
求
権
に

照
ら
し
て
も
国
の
責
務
で

あ
る
。
医
療
供
給
体
制
の

復
旧
の
た
め
に
は
医
療
機

関
へ
の
助
成
拡
充
も
欠
か

せ
な
い
。

　

折
し
も
、
今
年
は
国
民

皆
保
険
制
度
が
創
設
し
て

50
周
年
の
節
目
だ
。
今
こ

そ
、
皆
保
険
制
度
の
充
実

を
通
じ
て
社
会
保
障
を
基

盤
と
し
た
国
を
つ
く
り
、

憲
法
を
暮
ら
し
に
生
か
す

道
に
踏
み
出
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
政
府
は
、
経

済
界
の
要
望
に
沿
っ
た
社

会
保
障
削
減
や
消
費
税
増

税
、
農
地
・
漁
港
の
大
規

模
化
と
法
人
経
営
の
推

進
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
道
州

制
導
入
な
ど
、
震
災
を
口

実
に
「
構
造
改
革
」
路
線

を
加
速
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
。「
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
」
成
案
で
も
、

社
会
保
障
の
理
念
を
国
民

の「
自
助
」「
共
助
」
に
変

質
さ
せ
る
こ
と
を
明
記

し
、
こ
の
期
に
及
ん
で
も

国
と
大
企
業
の
社
会
保
障

負
担
の
軽
減
を
狙
っ
て
い

る
。

　

今
、
大
震
災
と
原
発
事

故
の
下
で
、
世
論
に
大
き

な
変
化
が
生
ま
れ
て
い

る
。
多
く
の
国
民
が
被
災

者
の
救
援
と
復
興
の
た
め

に
力
を
合
わ
せ
、
国
の
復

興
施
策
に
は
批
判
の
声
を

上
げ
て
い
る
。
原
発
問
題

で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
を
求
め
る
声
が

世
界
的
に
高
ま
っ
て
い

る
。

　

協
会
は
、
被
災
者
の
生

活
再
建
を
最
優
先
に
し
た

復
興
や
、
医
療
・
社
会
保

障
の
拡
充
、
原
発
依
存
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換

を
一
体
課
題
と
し
て
、
患

者
・
国
民
と
の
共
同
を
深

め
な
が
ら
取
り
組
み
を
強

め
て
い
く
。
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府
民
集
会 自然エネルギーの推進訴える
原発ゼロ目指し３千人

　

原
発
か
ら
撤
退
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
に
転
換
し

よ
う
と
、
７
月
30
日
に
大
阪

市
内
で
府
民
集
会
が
開
か
れ

た
。
協
会
か
ら
小
澤
力
理
事

長
、
小
山
榮
三
理
事
・
相
談

役
、
事
務
局
員
ら
が
参
加
し

た
。「
原
発
な
く
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
大

阪
連
絡
会
」
の
準
備
会
が
主

催
し
た
。
原
発
が
集
中
す
る

福
井
県
の
住
民
団
体
代
表
が

あ
い
さ
つ
し
た
ほ
か
、
国
会

　

経
税
部
は
、
雇
用
講
習
会

第
２
弾
「
医
院
活
性
化
の
鍵

〜
正
確
で
上
手
な
就
業
時
間

把
握
と
残
業
計
算
」
を
７
月

24
日
、
桂
好
志
郎
顧
問
社
労

士
を
講
師
に
開
い
た
。
27
人

が
参
加
し
た
。

　

桂
氏
は
「
法
定
帳
簿
で
あ

る
『
賃
金
（
給
与
）
台
帳
』

は
雇
用
管
理
の
実
態
を
示
す

要
に
な
る
。
職
員
の
人
数
、

雇
用
形
態
、
残
業
計
算
の
正

確
さ
、
さ
ら
に
は
人
の
出
入

り
が
分
か
り
、
医
院
経
営
を

把
握
す
る
一
助
に
な
る
。
賃

金
台
帳
で
重
要
な
の
が
労
働

時
間
の
把
握
と
残
業
計
算
で

あ
る
」
と
述
べ
、
労
働
時
間

の
考
え
方
、
分
か
っ
て
い
る

よ
う
で
理
解
で
き
て
い
な
い

法
定
労
働
時
間
と
所
定
労
働

時
間
の
違
い
な
ど
を
、
実
例

も
交
え
『
医
院
経
営
と
雇
用

管
理
』
を
使
っ
て
細
か
く
解

説
し
た
。

　

「
父
親
が
給
与
を
取
り
に

来
た
が
渡
し
て
い
い
か
」
と

の
相
談
の
事
例
を
紹
介
。
賃

金
支
払
い
の
５
原
則
（
①
通

貨
払
い
②
直

接
払
い
③
全

額
払
い
④
毎

月
１
回
以
上

⑤
一
定
期
日

払
い
）
に
反

す
る
の
で
渡

さ
な
い
よ
う

助
言
し
た
。

　

諸
手
当
の

有
効
活
用

議
員
ら
が
訴
え
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
「
原

発
ゼ
ロ
」
と
コ
ー
ル
し
な
が

ら
大
阪
市
役
所
ま
で
パ
レ
ー

ド
し
た
。
集
会
に
は
３
０
０

０
人
が
参
加
し
た
。

　

協
会
は
５
月
の
評
議
員
会

・
総
会
で
原
発
依
存
か
ら
の

転
換
を
求
め
る
決
議
を
採
択

し
、
脱
原
発
運
動
へ
の
取
り

組
み
を
強
め
て
い
る
。

や
、
最
低
賃
金
に
も
触
れ
、

賃
金
で
重
要
な
の
は
医
院
の

実
態
に
合
わ
せ
た
月
例
、
賞

　

協
会
が
常
任
幹
事
を
務
め

る
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
が
、
医
療
・
福
祉
の
充
実

な
ど
を
求
め
て
市
町
村
や
区

と
懇
談
す
る
自
治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン
行
動
の
大
阪
市
内
の
日

程
が
ほ
ぼ
確
定
し
た
。
日
程

は
左
記
の
通
り
。
参
加
申
し

込
み
は
協
会
ま
で
（
☎
06
―

６
５
６
８
―
７
７
３
１
）。

【
大
阪
市
内
キ
ャ
ラ
バ
ン
】

　

▽
８
月
29
日
①
住
之
江
区

②
住
吉
区
▽
30
日
②
浪
速
区

▽
31
日
①
此
花
区

　

▽
９
月
５
日
①
西
区
▽
６

日
①
旭
区
②
北
区
▽
８
日
①

阿
倍
野
区
②
都
島
区
▽
９
日

①
福
島
区
③
中
央
区
▽
12
日

①
淀
川
区
▽
13
日
②
鶴
見
区

▽
14
日
①
東
住
吉
区
▽
15
日

②
西
淀
川
区
▽
16
日
①
天
王

寺
区
▽
20
日
①
大
正
区
▽
21

日
①
東
成
区
②
生
野
区
▽
26

日
②
港
区
▽
29
日
②
東
淀
川

区
　

▽
10
月
12
日
②
城
東
区

　

（
※
①
10
時
〜
②
14
時
〜

③
15
時
〜
）

ー
ル
と
し
て
も
導
入
の
価
値

は
非
常
に
高
い
。
欠
点
と
し

て
、
①
撮
影
範
囲
が
狭
い
②

軟
組
織
の
描
出
能
が
低
い
―

―
こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
。

　

採
算
性
に
つ
い
て
は
、Ｃ
Ｔ

を
２
５
０
０
万
円
で
取
得
、

耐
用
年
数
６
年
、
１
カ
月
当

た
り
の
新
患
を
80
人
、
撮
影

代
単
価
４
０
０
０
円
と
す
る

と
６
年
目
で
単
年
度
利
益
と

な
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

歯
科
に
お
い
て
は
顎
・
歯

と
い
う
「
立
体
」
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
が
重
要
だ

が
、 

ま
ず
パ
ノ
ラ
マ
で
深
く

読
み
込
む
こ
と
、
基
本
は
画

像
の
理
解
で
あ
る
と
さ
れ

た
。
江
原
氏
は
「
安
心
・
安

全
の
医
療
を
目
指
す
た
め
に

も
、
十
分
に
検
討
し
た
上
で

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

態
の
把
握
、
埋
入
位
置
の
計

測
に
役
立
つ
ほ
か
、
術
後
の

経
過
も
正
確
に
把
握
で
き

る
。
歯
周
病
の
検
査
で
は
歯

槽
骨
や
吸
収
の
度
合
い
が
明

確
に
な
り
、
ど
の
歯
が
保
存

可
能
な
の
か
が
分
か
る
。
ま

た
、
Ｃ
Ｔ
の
３
次
元
画
像
は

患
者
が
見
て
も
分
か
り
や
す

く
、
安
心
感
を
生
み
だ
す
ツ

　

大
阪
市
西
部
地
区
は
７
月

17
日
、
講
習
会
「
歯
科
用
Ｃ

Ｔ
の
臨
床
応
用
に
つ
い
て
」

を
開
い
た
。
講
師
の
江
原
雄

二
氏（
西
区
開
業
）が
実
際
の

症
例
を
示
し
な
が
ら
、
そ
の

特
徴
と
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
お

け
る
Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
顎
骨
状

与
、
退
職
金
の
バ
ラ
ン
ス
だ

と
し
、
医
院
の
将
来
を
見
据

え
た
大
き
な
視
野
で
バ
ラ
ン

ス
を
見
直
す
こ
と
も
有
効
で

あ
る
と
紹
介
し
た
。
最
後

に
、
雇
用
管
理
の
上
で
一
番

重
要
な
も
の
は
、
就
業
規
則

で
あ
る
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
就
業

規
則
の
な
い
状
態
が
ど
れ
だ

け
危
な
い
橋
を
渡
っ
て
い
る

こ
と
か
痛
感
し
た
」
な
ど
、

多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

「ＣＴは患者の安心感も
生む」と話す江原雄二氏
＝７月17日、保険医会館

労働時間の把握が重要と話す桂好
志郎氏＝７月24日、保険医会館　

「原発ゼロ」と声を上げながらパレードする
小澤力氏（前列右）と小山榮三氏（同中）

雇用講習会

経税部

労
働
時
間
の
計
算
法
を
解
説

桂
氏〝
就
業
規
則
が
最
重
要
〞

社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン

大
阪
市
内
の
日
程
決
ま
る

大阪市西部地区

歯科用ＣＴで講習会
臨床応用と採算性を説明

生
活
再
建
優
先
の
支
援
へ


